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ケーススタディ powered by RACK 

「クラウドネイティブ」アプリケーション 

Real Application Centric Kernel（R・A・C・K） 

RACKの今後の展望 
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ケーススタディ powered by RACK 

「クラウドネイティブ」アプリケーション 

Real Application Centric Kernel（R・A・C・K） 

RACKの今後の展望 
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今回のテーマ 

4 

「クラウドネイティブ」アプリケーション 

今後求められていく 

新しいアーキテクチャを持ったアプリケーション 
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なぜ新しいアーキテクチャが必要なのか？ 
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システムに対するユーザ要件 
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事前に予測された量の処理を早く正確にこなす 

ユーザ要件 
 業務効率化 

 コスト削減 

ユーザ数 
アクセス数 
データ量 

様々な独自性を持った製品群 

手動構築（一部自動化） 

選択 

事前にサイジングされた 
インフラで動くアプリケーション 
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ユーザ要件の変化 
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ユーザ要件 
 未来予測 

 価値創造 

ビッグデータというキーワードの登場… 

目的・時期・タイミングで必要なリソース量が変化する 

事前のサイジングは困難 

人手で対応することは不可能 

予測困難な量の処理をこなす 
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新しいアーキテクチャを持ったアプリケーション 
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クラウドネイティブアプリケーション 

リソース調達 

自分に必要なリソース量を判断しクラウドから調達して動作する 

アクセス数 
データ量 

自動構築 

アプリケーション自ら 
必要なインフラを調達 

クラウド 
＝ 

プログラムから操作可能なリソース 
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クラウドネイティブアプリケーションって 
どんなもの？ 
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例えばこんなアプリケーション 
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日本全国の家庭・ビル・工場の一
日の電気使用量のデータ…など 

処理データ量から必要なリソー
スを計算、クラウドから調達 

クラウド 

DB 
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例えばこんなアプリケーション 

11 

日本全国の家庭・ビル・工場の一
日の電気使用量のデータ…など 

処理データ量から必要なリソー
スを計算、クラウドから調達 

データ登録が完了
したら消滅 

データ登録 
クラウド 

DB 
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アプリケーション内部にリソースを制御する実装が必要 

12 

処理するデータ量から必要なVM台数を計算 

VMを起動し、ネットワーク接続を行う 

起動させたVMの準備が完了するまで待つ 

… 

データ登録を行うために必要な設定をする 

… 

処理が終わったら自分を削除 

… 
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アプリケーション内部にリソースを制御する実装が必要 

13 

処理するデータ量から必要なVM台数を計算 

VMを起動し、ネットワーク接続を行う 

起動させたVMの準備が完了するまで待つ 

… 

データ登録を行うために必要な設定をする 

… 

処理が終わったら自分を削除 

… 

1. VMテンプレートイメージIDを調べる 

2. ネットワークIDを調べる 

3. クラウドにVMを起動するリクエストを投げる 
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アプリケーション内部にリソースを制御する実装が必要 

14 

処理するデータ量から必要なVM台数を計算 

VMを起動し、ネットワーク接続を行う 

起動させたVMの準備が完了するまで待つ 

… 

データ登録を行うために必要な設定をする 

… 

処理が終わったら自分を削除 

… 

1. 起動させたVMのステータスを定期的に
確認する 

2. VMのステータスがACTIVEになったら次
の処理に移る 
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アプリケーション内部にリソースを制御する実装が必要 

15 

処理するデータ量から必要なVM台数を計算 

VMを起動し、ネットワーク接続を行う 

起動させたVMの準備が完了するまで待つ 

… 

データ登録を行うために必要な設定をする 

… 

処理が終わったら自分を削除 

… 

1. 自分の役割を確認する 

2. DBのIPアドレスを調べる 

3. 設定ファイルを修正し、アプリケーション
を起動する 
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クラウドはプログラムから扱いづらい 

16 

プログラムからクラウドを操作しようとすると 

実装が複雑になってしまう 

クラウドをプログラムから扱いやすくする 

ための仕組みが必要 
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ケーススタディ powered by RACK 

「クラウドネイティブ」アプリケーション 

Real Application Centric Kernel（R・A・C・K） 

RACKの今後の展望 
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経済産業省補助事業 

18 

 クラウドの利活用促進を目的とした基盤技術開発 

 クラウド基盤の効率的な制御による消費電力削減 

民間企業、研究開発機関等 
（採択事業者：CTC、IIJ、TIS） 

ソフトウェア制御型次世代情報処理基盤技術開発プロジェクト 
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クラウドをプログラムから扱いやすくする 
仕組みってなに？ 
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クラウドネイティブアプリケーションのアーキテクチャ 

20 

リソースレイヤー 

APPレイヤー 

クラウドネイティブアプリケーション 

VM VM VM 

アプリケーションがリソースを確保する流れ 

VM VM VM 

クラウド 
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従来アプリケーションのアーキテクチャ 
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アプリケーションがリソースを確保する流れ 

CPU メモリ デバイス 

リソースレイヤー 

APPレイヤー 

Kernel（Linux・Windows） 

アプリケーション 

OSレイヤー 

CPU メモリ デバイス 
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クラウド時代のKernel 

22 

リソースレイヤー 

APPレイヤー 

Real Application Centric Kernel 

クラウドネイティブアプリケーション 

OSレイヤー 

VM VM VM 

アプリケーションがリソースを確保する流れ 

VM VM VM 

クラウド 



Copyright(c) 2014 ITOCHU Techno-Solutions Corporation 

Real Application Centric Kernel（R・A・C・K）を使うと 

23 

クラウド 

RACK 

こんなアプリケーションが簡単に作れる！ 
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RACKは何をしてくれるの？ 
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RACKが提供する機能 

25 

 VMに追加のデータ構造を持たせる（ライブラリ） 

 プロセス間通信 

 共有メモリ・ファイルシステム 

クラウドネイティブ 
アプリケーション OpenStack 

Nova 

REST API REST API RACK 
サーバ 

Neutron 

Glance 

Cinder 

Swift 

Keystone 

ラ
イ
ブ
ラ
リ 
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VMに追加のデータ構造を持たせる 

26 

プロセス（PID＝100） 

Fork Fork 

プロセス（PID＝110 
PPID＝100） 

プロセスグループ（GID＝XXX） 

VMにLinuxのプロセスモデルを適用 

プロセス（PID＝120 
PPID＝100） 
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プログラムから簡単にプロセスをForkできる 

27 

親プロセス 

子プロセス 

Fork 

import Librack 

for ( int i = 0; i < childNum; i++ ) { 

        LibRack.fork(); 

} 

Javaプログラム 

Fork Fork 

子プロセス 子プロセス 
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VMをプロセスとして扱う… 

28 

Fork Fork 

Fork Fork 

クラウド上で 
マルチプロセスマルチスレッドプログラミング 

を実現する 



Copyright(c) 2014 ITOCHU Techno-Solutions Corporation 

プロセス間通信 

29 

プロセスグループ内でメッセージのやり取りを行うための仕組み 

XXの処理をせよ 

RACK 

親プロセス 

子プロセス 

XXの処理をせよ 

プロセスグループA プロセスグループB 
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共有メモリ・ファイルシステム 

30 

プロセスグループで共有するデータ・ファイルを格納 

xxx = 20 

RACK 

共有メモリ ファイルシステム 

xxx = 20 
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RACKでこんなに簡単になる 
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RACKがない場合 

32 

処理するデータ量から必要なVM台数を計算 

VMを起動し、ネットワーク接続を行う 

起動させたVMの準備が完了するまで待つ 

… 

データ登録を行うために必要な設定をする 

… 

処理が終わったら自分を削除 

… 

1. VMテンプレートイメージIDを調べる 

2. ネットワークIDを調べる 

3. クラウドにVMを起動するリクエストを投げる 
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RACKがある場合 

33 

処理するデータ量から必要なVM台数を計算 

VMを起動し、ネットワーク接続を行う 

起動させたVMの準備が完了するまで待つ 

… 

データ登録を行うために必要な設定をする 

… 

処理が終わったら自分を削除 

… 

1. Forkメソッド（コマンド）を実行する 
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RACKがない場合 

34 

処理するデータ量から必要なVM台数を計算 

VMを起動し、ネットワーク接続を行う 

起動させたVMの準備が完了するまで待つ 

… 

データ登録を行うために必要な設定をする 

… 

処理が終わったら自分を削除 

… 

1. 起動させたVMのステータスを定期的に
確認する 

2. VMのステータスがACTIVEになったら次
の処理に移る 
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RACKがある場合 

35 

処理するデータ量から必要なVM台数を計算 

VMを起動し、ネットワーク接続を行う 

起動させたVMの準備が完了するまで待つ 

… 

データ登録を行うために必要な設定をする 

… 

処理が終わったら自分を削除 

… 

1. 子プロセスから起動完了のメッセージが
きたら次の処理に移る 
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RACKがない場合 

36 

処理するデータ量から必要なVM台数を計算 

VMを起動し、ネットワーク接続を行う 

起動させたVMの準備が完了するまで待つ 

… 

データ登録を行うために必要な設定をする 

… 

処理が終わったら自分を削除 

… 

1. 自分の役割を確認する 

2. DBのIPアドレスを調べる 

3. 設定ファイルを修正し、アプリケーション
を起動する 
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RACKがある場合 

37 

処理するデータ量から必要なVM台数を計算 

VMを起動し、ネットワーク接続を行う 

起動させたVMの準備が完了するまで待つ 

… 

データ登録を行うために必要な設定をする 

… 

処理が終わったら自分を削除 

… 

1. 親プロセスか子プロセスかを判断 

2. 子プロセス用の設定ファイルをファイルシ
ステムから取得し、アプリケーションを起
動する 
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RACKのポイント 

38 

クラウドをプログラムから扱いやすくするための仕組みを提供 

プロセスモデル、プロセス間通信、共有メモリ/ファイルシステム 

RACKを使うことにより、実装がシンプルになる 
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ケーススタディ powered by RACK 

「クラウドネイティブ」アプリケーション 

Real Application Centric Kernel（R・A・C・K） 

RACKの今後の展望 
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デモシナリオ 

40 

Fork Fork 

データ入力 データ処理 データ参照 大量の 
売上データ 

Fork 

売上データの登録 

売上データの集計 

売上データ 
の参照 

大量アクセスによる 
オートスケール 

スクラッチ開発 既存アプリとの組合せ 既存アプリの追加開発 
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シナリオ１ 

41 

Fork Fork 

データ入力 データ処理 データ参照 大量の 
売上データ 

Fork 

売上データの登録 

売上データの集計 

売上データ 
の参照 

大量アクセスによる 
オートスケール 

スクラッチ開発 既存アプリとの組合せ 既存アプリの追加開発 
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ケーススタディ１ CSVファイル処理アプリケーション 

42 

受け取ったファイルのデータ量から処理に必要なプロセス数を計算し
Forkする 

起動した子プロセスはファイルデータの登録処理を開始する 

全てのデータの登録処理が完了すると、子プロセスは消滅する 

クラウド（OpenStack） 

RACK 

Fork 

Fork 

データ登録 
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デモ１（実際には動画を使用しました） 

43 

アプリケーションの進捗を表示 

デモプログラムの状態 OpenStack Dashboard 
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デモ１（実際には動画を使用しました） 

44 

ファイルのアップロードを開始します 

プロセスがファイルを受信 
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デモ１（実際には動画を使用しました） 

45 

アップロードされたファイルの
ファイルサイズをもとに、処理に
必要なリソースを計算し、子プ

ロセスが”Fork”されます。 
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デモ１（実際には動画を使用しました） 

46 

プロセスが起動すると一斉に
CSVファイル処理が始まります。 
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デモ１（実際には動画を使用しました） 

47 

”Fork”された子プロセスによる
CSVファイル処理の進捗を示し

ています。 
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デモ１（実際には動画を使用しました） 

48 

”Fork”された子プロセスによる
CSVファイル処理の進捗を示し

ています。 
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デモ１（実際には動画を使用しました） 

49 

処理が終了しました。 
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デモ１（実際には動画を使用しました） 

50 

処理を終えた子プロセスたちは
自身をkillし、もとの2プロセスの

状態に戻ります。 
（開始～終了まで約2分） 
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クラウドネイティブアプリケーションのパフォーマンス検証 

51 

 検証対象： 
CSVファイル処理アプリケーション 

 
 検証内容： 

データ量の違うファイルを処理させ、 
その実行時間を測定する 

 
 検証環境： 

“HP Public Cloud” http://www.hpcloud.com/ 
 

OpenStackベースのPublicクラウドサービス 

OpenStackのAPIを利用可能 

RACKが利用可能 
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検証結果 

52 

実行時間はほとんど変わらない 

データ量は7倍 
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ポイント 

53 

膨大なデータを高速に処理することが可能 

クラウドという膨大なリソース群からリソースを調達できるため、
大規模データ処理でも高いパフォーマンスが得られる 

 
 リソースの効率的な利用ができる 

必要な時だけリソースを消費する為、コストを抑えることができる 
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シナリオ２ 

54 

Fork Fork 

データ入力 データ処理 データ参照 大量の 
売上データ 

Fork 

売上データの登録 

売上データの集計 

売上データ 
の参照 

大量アクセスによる 
オートスケール 

スクラッチ開発 既存アプリとの組合せ 既存アプリの追加開発 
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ケーススタディ２ バッチアプリケーション（Asakusa-Hadoop） 

55 

クラウド（OpenStack） 

RACK 

Fork 

Fork 

親プロセス（NameNodeプロセス）を起動する 

親プロセスがForkし、子プロセス（DataNodeプロセス）が複数起動する 

Hadoop環境をデプロイし、バッチプログラムを実行する 

プロセスグループを削除する 

Hadoopクラスター 

NameNode 

DataNode 
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デモ２（実際には動画を使用しました） 

56 

バッチ処理を開始します。 

バッチ処理なので、普段はリソー
スが起動していません。 
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デモ２（実際には動画を使用しました） 

57 

仮想ネットワークが作成されまし
た。 



Copyright(c) 2014 ITOCHU Techno-Solutions Corporation 

デモ２（実際には動画を使用しました） 

58 

初めにHadoopのNamenodeが
親プロセスとして起動されます。 
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デモ２（実際には動画を使用しました） 

59 

次にHadoopのDataNodeが親プ
ロセスから”Fork”されます 
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デモ２（実際には動画を使用しました） 

60 

必要なプロセスが起動すると、実際の処理が開始されます。 
このデモでは Asakusa Frameworkを使った処理プログラ

ムが投入されます。 
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デモ２（実際には動画を使用しました） 

61 

Hadoopでデータが処理されてい
きます。 
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デモ２（実際には動画を使用しました） 

62 

全ての処理が終わると、バッチプ
ログラム用のリソースは不要にな

ります。 
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デモ２（実際には動画を使用しました） 
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まずプロセスが停止します。 
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デモ２（実際には動画を使用しました） 

64 

次いで仮想ネットワークが削除され、処
理が終了となります。 

（開始～終了まで約3分） 
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シナリオ３ 

65 

Fork Fork 

データ入力 データ処理 データ参照 大量の 
売上データ 

Fork 

売上データの登録 

売上データの集計 

売上データ 
の参照 

大量アクセスによる 
オートスケール 

スクラッチ開発 既存アプリとの組合せ 既存アプリの追加開発 
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ケーススタディ３ Webサーバオートスケールアプリケーション 

66 

クラウド（OpenStack） 

RACK 

Fork 

Webサーバプロセスは、自身の負荷が高いと判断するとForkする 

子プロセス（Webサーバプロセス）は自身が起動するとLBに通知し、ア
クセスの振り分け先に追加させる 

子プロセスは負荷が低くなったと判断すると、消滅する 

LB 
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デモ３（実際には動画を使用しました） 
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初期状態ではLBプロセス、Webサーバプ
ロセス、DBプロセスが起動しています。 
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デモ３（実際には動画を使用しました） 
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稼働するWebサーバに対して、外部から
負荷を与えます。 
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デモ３（実際には動画を使用しました） 
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負荷に応じて、起動済みWebサーバ用プ
ロセスが”Fork”され、追加のプロセスが

起動してきます。 
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デモ３（実際には動画を使用しました） 
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次に負荷を低下させます。 
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デモ３（実際には動画を使用しました） 
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余剰プロセスは自身を”kill”し、プロセス
を終了させます。 
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RACKのポイント２ 

72 

応用範囲が広い 

スクラッチ開発、既存のアプリケーションと組み合わせる、既存
のアプリケーションに機能追加する 

RACK自体は原始的な機能しか持たないため、応用範囲に制
限がない 
 

 
より厳密なスケール条件が設定可能 

CPU使用率、メモリ消費量などの負荷情報ではなく、データ量、
セッション数などアプリケーション内部しか知りえない情報をス
ケール条件に設定できる 
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ケーススタディ powered by RACK 

「クラウドネイティブ」アプリケーション 

Real Application Centric Kernel（R・A・C・K） 

RACKの今後の展望 
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ロードマップ 

74 

2013 2014 2015 

コンセプト実装 
OSSとして公開 

（予定） 
実用化に向け機能強化 
実証実験 

（予定） 
利便性向上に向け機能強化 
マルチクラウド対応 
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機能拡張（予定） 
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VMテンプレートコンパイラ 

76 

CSVアプリ用 
VMテンプレート 

VMテンプレートのビルド・テストをしてくれるツール 

アプリ開発 

②インストール 

クラウド 

RACK 

④テスト 

リポジトリ 

③ライブラリの 
ダウンロードインストール 

⑤登録 

①ビルド実行 

クラウドネイティブ 
アプリケーション 

IDE（統合開発環境） 
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マルチクラウド化 
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Public クラウド２ 

RACK 

Public クラウド１ オンプレクラウド 

オンプレクラウドで足りなくなったリソースを別のクラウドから調達する 

クラウドネイティブアプリケーション 

これ以上VMが作れない！ 

別のクラウドからリソースを調達 
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まとめ 
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まとめ 
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ケーススタディ powered by RACK 

「クラウドネイティブ」アプリケーション 

Real Application Centric Kernel（R・A・C・K） 

RACKの今後の展望 
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まとめ 
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「クラウドネイティブ」アプリケーション 

システム要件が未来予測、価値創造に変化 

必要なリソースを自動で調達して動作する 

クラウドネイティブアプリケーション 

という新しいアーキテクチャが今後必要になる 
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まとめ 
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Real Application Centric Kernel（R・A・C・K） 

クラウドをプログラムから扱いやすくする仕組みが必要 

CTCがRACKを開発 

RACKはクラウドをプログラムから扱いやすくする 

RACKを使うと実装をシンプルにできる 
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まとめ 
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ケーススタディ powered by RACK 

RACKは応用範囲が広い 

より厳密なスケール条件が設定可能 
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まとめ 
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RACKの今後の展望 

2014年3月までにOSSとして公開予定 

実用化に向けた機能追加・実証実験 

マルチクラウド対応などさらなる利便性向上 
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ご清聴ありがとうございました！！ 

84 


